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入園してから早くも一ヶ月が経ち
ました。
お気に入りの場所や玩具(アンパンマ
ンの人形、音の鳴る玩具)が出来た
ようで、日が経つにれて笑顔が増えて
「まんま」や「あーあー」など沢山
お喋りしてくれる姿がとても可愛い
です♡

天気の良い日にはバギーに乗って園庭
を散歩したり、テラスからお兄ちゃん、
お姉ちゃんが元気よく遊んでる姿を
ニコニコ笑顔で眺めながら日光浴を
楽しんでいます。

これからもたくさんの初めてを子ども
たちと一緒に経験しながら私たちも
一緒に成長していきたいです。

暖かい日が増え、お外で過ごすのが
気持ち良い季節を迎えました。
新入園児のお友だちは少しずつ、
保育園での生活に慣れてきて笑顔で
過ごせる日が増えてきて、とっても
嬉しいです♡
在園のお友だちも新しいお部屋での
生活にも慣れ、落ち着いて毎日楽しん
でいますよ。
戸外あそびが心地良く、夢中になって
いても水分をしっかり摂りながら、
元気に過ごしていきたいと思います。

★ おねがい ★

衣服に名前が記入されているか、
再度ご確認ください。
着用中のくつ下や、スタイにも
名前があるかご確認ください。

ぱんだぐみの生活が始まり1ヶ月が
経ちました。子ども達は、新しい生活
にも慣れ、お友だちが戸惑っていると
優しく教えてあげ、助け合いながら
身の回りのことは自分でしようと
頑張っています。また、はじめての
体育あそびやe-timeにも興味をもち、
笑顔で元気いっぱい楽しむ姿を見る
ことができました。

5月は、はじめてバスに乗っていちご
狩り遠足に行きます！子ども達のドキ
ドキワクワクする気持ちに寄り添い
ながら楽しい思い出を作りたいです。

また、この好季節は運動会に向けて
身体を動かして遊びたいと思っていま
すので、朝ごはんをしっかり食べて
体調を崩さないよう早めに就寝をして
いただけますようお願いします。

新しいお友だち1名を迎え、きりんぐみが
スタートしてあっという間に1ヶ月が経ち
ました。新しい環境での生活にも少しづつ
慣れ、色んなことに「きりんぐみだから！」と、
自信と意欲を持って取り組む姿がとても頼もし
いです

～きりんぐみになって始めたこと～

①手洗いしたあとは自分のハンカチで手を
拭いています！

→毎日持って行くのを忘れてないかご準備、
ご確認をお願いします。

②文字あそび
ゆっくり丁寧に手本を見ながら書いています。

→4月は「し」「つ」「く」に挑戦しました！

③グループ活動
→グループ名は自分たちで案を出し合って
決めました。グループの中で発言をしたり、
友だちの話に耳を傾けながら、協力したり
助け合ったりしながら、思いやりの気持ち
が育ってきています。

新しい生活が始まって1ヶ月…。
始めは少し不安になったりドキドキして
いた子どもたちでしたが、今ではすっか
り慣れて可愛い笑顔を見せてくれるよう
になってきまたした。

天気の良い日には園庭でダンゴムシや
アリを探したり、春の自然にも興味津々
な子どもたち。園外にも春を探しに出か
ける機会を設けていきたいと思います。

～ おねがい ～
活動量や気候によっては、汗ばむ季節に

なってきました。りすぐみ始めの説明時に
着替えのストックは2セットお願いしたいと
お伝えしましたが、多めに用意していただ
けると幸いです。併せてタオルも多めに
ご準備ください。

自分でパンツやズボンを履こうと頑張って
います。衣服が迷子にならないように改め
てお名前の記入、ご確認をお願いします。

うさぎぐみが始まり1か月が経ちまし
た。新しいお部屋での生活にも少し
ずつ慣れ、朝の準備や帰りの準備の
仕方を覚えて自分で頑張って取り組ん
でいますよ。

「今日晴れてるからお外行ける？」と
お外で遊ぶのが大好きな子どもたち。
お友だちとローラーすべりだいを何度
も滑ったり手押し車やバイクに乗って
遊んだりとそれぞれ好きなあそびを
見つけ楽しんでいます。
他にも虫探しに熱中する子も多く、
ダンゴムシやてんとう虫、ミミズを
見つけるとお友だちと一緒にじ～っと
観察を楽しんでいますよ。

今月も1人ひとりの体調の変化に留意
しながら天気のいい日には戸外で身体
を動かす機会を設け、元気いっぱいに
過ごしたいと思います。
ｄ

青空の下、のびのびと泳ぐこいのぼりのように、園庭を元気に駆け回るこども
たち。少しずつ新しい環境に慣れ、笑顔が増えたように感じます。

親は、子どもの将来をより豊かなものにしてあげたいという思いやりや愛情の
つもりで、子どもに過剰に期待をしていることがあります。
子どもに様々な経験を与える機会をつくる『早期教育』は、上手くいっても
いかなくても、結果が良くても悪くても、成績が上がってもあがらなくても、
親がその結果に一喜一憂しないというならば、子どもはのびのびと打ち込める
と思います。

ですが、過剰に期待をされている子どもたちは、自分が持っている能力以上を
求められていると感じ、周りの期待に応えようとがんじがらめになってしまい
ます。そのために、自分はどうしたいのか、という気持ちを失ってしまい
他の人からの指示や束縛の中でしか行動がとれなくなって
しまうのです。

子ども時代は、苦手なことを克服する喜びよりも
得意なことに熱中する楽しみを充分に味わい、苦手な
ことに労力を割くよりは、好きなことに力を入れて、
生き生きと成果の上がる成功体験をさせてあげましょう。
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